
2019年度地域における看護職等の連携シンポジウム で報告

日時：令和2年1月25日（土）
場所：北海道看護協会 2階大講堂

釧路地域における訪問看護ステーション出向事業の取り組み
～病院看護師が訪問看護の実践から見えたこと 病院で活かしたこと～

「看護管理者の視点で考える在宅支援システム」 市立釧路総合病院 看護部長 澤田淳子
「病棟での在宅療養支援に活かしたこと」 市立釧路総合病院 看護師 森川優子（平成28年度3ヶ月間出向）
「退院前カンファレンス等に活かしたこと」 市立釧路総合病院 看護師 堀 由香 （平成30年度3ヶ月間出向）
「訪問看護ステーション管理者の視点で考える地域連携」 訪問看護ステーションはまなす 所長 川上 京

参加者：148名

市立釧路総合病院看護部長は、1回目の出向では在宅での実際の生活の場を見ることで生活をイメージした支援につながるのでは、
2回目の出向では個人を尊重した在宅支援とは何か、院内の改善に期待し参加を決めた。
出向後は、退院時サマリーの内容検討、退院支援計画書の作成、退院前カンファレンスの実施、退院前後の訪問の実施等に取り組んだ。
スタッフが委員となる在宅支援リンクナース会議の充実を図る。
訪問STは、根室地域の深刻な現状について話される。

best Nurse 2020年3月号 釧路地域における訪問看護ステーション出向事業 として掲載


